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xuux log= の活用 

xuux log= を関数の定義から導いてみる 
対数関数は指数関数の逆関数として定義された関数である。 

つまり， ( ) xuxf = の逆関数は， ( ) xxf ulog1 =- である。 

関数とその逆関数の合成関数について 

( )xffx 1-=  ， ( )xffx 1-= が成り立つから， 

( ) ( )( ) ( ) xxf uuuxffxffx log11 1
====

---  ・・・① 

( ) ( )( ) ( ) x
uu uxfxffxffx loglog11 ==== --   ・・・② 

（ x
u ux log= については慣れ親しんでいるので違和感なく受け入れられるだろう） 

①，②より， 
x

u
x uux u loglog ==  

とくに， eu = のとき， 
xx eex loglog ==  

したがって， 

関数 ( ) tetg = とその逆関数 ( ) ttg log1 =- について， 
tet log= （重要関係式）が成り立つから， 

xat = とおくと， axax eea
x loglog ==  

ゆえに， axx ea log=  
あるいは， 

at = とおくと， aea log= だから， ( ) axxax eea loglog ==  

ゆえに， axx ea log=  
まとめ 
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楽な導き方 
tx ea = とおき，両辺の自然対数をとると， axt log=  

よって， axx ea log=  
axx ea log= の微積分計算での活用 

ò += Ca
a

dxa xx

log
1

（ aは 1 でない正数，Cは積分定数） 

( ) aaa xx log=
¢

（ aは 1 でない正数） 

が楽に導ける。 

( )ò ò +=+¢== Ca
a

Ce
ax

dxedxa xaxaxx

log
1

log

1 loglog  

( ) ( ) ( ) aaaaeaeaxea xxaxaxaxx loglogloglog logloglog =×=×=¢=
¢

=
¢

 

以上より， 
xa 型を te 型に変換すると xa の微積分の計算が楽になるのがわかる。 

したがって， axx ea log= を自分で導けるようにしておこう。 
補足 

ò += Ca
a

dxa xx

log
1

（ aは 1 でない正数）のふつうの導き方 

xay = とおき，両辺の対数をとると， axy loglog =  

両辺を xで微分すると， 
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手続きが多く，能率が悪い。 
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tet log= の活用（重要） 

基本形 tet log= または tuut log= の tに適当な数値または式を代入することにより， 
axx ea log= のみならず，様々な te log や tlotuu を自在につくることができる。 

たとえば， 

( ) aaxaxax xeeea
lotx logloglogloglogloglog ==== ×  （または， ( ) ( ) aaxxax xeea loglogloglogloglog === ） 

したがって，重要なのは， axx ea log= ではなく， 

むしろ， tet log= または tuut log= である。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 


